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ニュースダイジェスト                         

■イタリアのメーカーアエスラ、VTV ジャパンと日本での

販売提携－7 月 12 日記者発表会を実施 

 
都内で開催された記者発表会 

 イタリアのテレビ会議メーカー、アエスラ（Aethra）が、日本

国内総代理店として VTV ジャパン（東京都港区）と提携し、

日本での販売を開始した。アエスラと VTV ジャパンは、7 月

13日都内で記者発表会を行い、アエスラ社EMEAアジア太

平洋地区ディレクターPaulo Compagnucci 氏、VTV ジャパン

代表取締役 栢野 正典氏、イタリア本社からはテレビ会議

を通して、副社長の Marco Viezzoli 氏が参加。 

 まず、同副社長 Marco Viezzoli 氏がアエスラの企業の

紹介を行った。1972 年会社設立。2003 年の売上は、

7700EURO（約 110 億円）。社員数400 名以上。年間売上げ

の15%をR&Dへ投資。研究開発には、社員の32％が従事。

マーケティング営業は、25%の社員。創業当初から電気通信

関係の機器等を開発。最近は VDSL や光プラスなどの機器

の開発を行う。イタリアテレコムとの関係が深い。 

1987 年アナログ用テレビ電話を始めとして以降テレビ会

議も開発してきたと説明。1999 年には IP 用テレビ会議を開

発。テレビ会議については、イタリア国内ではシェアを 8 割

持ち、世界市場では米リサーチ会社 Wainhouse Research

社の統計で世界第4 位の大手テレビ会議メーカー。2003 年

第三四半期の市場シェア 5.5%から 2004 年第一四半期のシ

ェアは、8.4%に拡大しているという。 

  

次に Paulo Compagnucci 氏からの発表。1972 年から 96 年

までは国内市場を中心にやってきたが、最近は国際ビジネス

の割合が、96 年の 6%から 2003 年の 70%まで拡大しているとい

う。また、同社としてはテレビ会議を中心に、ワールドワイドな

マーケット開発を行っている。アエスラとしては、今後アジア太

平洋地区を、特に日本市場をターゲットにビジネスを展開して

いきたいと考えている。また、同社では、ネットワーク機器も開

発していることから、同製品の日本での市場開拓も目指す。 

 
向かって左から Aethra 香港 Felix Tan 氏、VTV ジャパン栢野氏、

Aethra イタリア Paulo Compagnucci 氏 

 アエスラが日本を重視している理由としては、（１）IT 分野に

おいてアジア太平洋地区でもっとも先進的な国であること。 

（２）市場のトレンドからして今後日本でのテレビ会議市場が拡

大するものと見ている。という点などが大きな理由として説明し

ていた。 

 最後に VTV ジャパンの栢野氏より発表があり、アエスラとの

提携について言及。（１）製品ラインナップの広さ：テレビ電話

からテレビ会議システム、遠隔監視、遠隔医療までフルライン

ナップであること。ローエンドからハイエンドまでカバーしてい

ること。（２）テレビ会議製品だけでなく、設立以来ネットワーク

関連機器を開発しているため、相互接続性などを重視してい

るということ。（３）公衆テレビ電話や、CNN などテレビ局などで

利用されたポータブルテレビ会議Voyagerなども開発している

という、“ユーザーニーズに対応したユニークなシステム“とい

う点などが今回の提携に至った理由として説明していた。7 月
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12 日前日の 11 日には、VTV ジャパンのパートナー企業に

対するお披露目も行い、今後日本で VTV ジャパンが初め

てアエスラ製品を販売していく。 

 日本語化については、7 月-9 月期で行う予定。テレビ電

話、セットトップテレビ会議システム、Voyager などを販売し

ていくという。販売目標としては、テレビ電話など全て含め

500 台を目標としている。 

 
会場内ではアエスラ製品が展示された 

 

■タンバーグ、新プラットフォーム MXP により製品の一

新、Ｍａｅｓｔｒｏ新製品リリース、ステレオ音声サポート

等 

 

  タンバーグ日本支社（東

京都中央区）発表によると、

タンバーグテレビ会議シス

テム製品中大会議室向け

の製品を、新たに開発した

MXP テクノロジーをベース

に 製 品 化 し た 。

TANDBERG550 と 1000 以

外の 770 以上の製品につ

い て は 、

TANDBERG770MXP 、

TANDBERG6000MXP など

と語尾に MXP が表示される

ことにより、MXP対応を示す。

7 月 12 日出荷開始。 

また、今回新たに新製品としては、TANDBERG Maestro

（ 写 真 上 ） を 発 表 。 Maestro は 、 そ の コ ー デ ッ ク に

TANDBERG6000MXP と 同 等 の も の を 使 っ て い る が 、

TANDBERG6000 などと違いビルトインのモニターがなく、既

存の大型モニターやプロジェクターを自由にかつ柔軟に連携

させてテレビ会議セッションがおこなえる設計になっている。

音質は、CD レベルの高音声・ステレオで、国際標準規格

MPEG4 AAC－LD をサポートしている。 

 また、コーデックとして、Codec 6000MXP、Codec 3000MXP

をリリース。ラックに設置ができるコンパクトタイプのコーデック

で、Codec6000MXP は、MPEG4 AAC－LD の高音質、カスタ

ムインテグレーションに柔軟に対応できる API、デジタル・ビデ

オ・インターフェイス（DVI）などに対応。Codec 3000MXP は

Codec6000MXP のスケールダウンバージョン。両機種、コーデ

ックのみのタイプ、モニターなどと組み合わせたポータブルや

ロールアバウトタイプのものもある。ワイヤレス LAN も内蔵。 

 さらに、ゲートキーパーとして、TANDBERG GateKeeper

を追加した。これにより、「パズルの最後の一枚がはめ込まれ

た。」（同技術担当マネージャー谷口 智則氏）ということにな

り、同社の Gateway、多地点接続管理ユニット、テレビ会議端

末、管理ソフトウエアまでトータルにテレビ会議のニーズに対

応する。この Gatekeeper は、MXP テクノロジーに対応し、200

までの同時接続セッション、そして 1000 台までの端末登録に

対応する。 

(次頁へ続く) 

-------------------------------------------------<AD>---- 
 

ここまで出来る！今注目の 

ビジネス向け Web 会議 

 (CUSeeMe の進化版） 

 

ファーストバーチャルコミュニケーションズ株式会社 

http://www.fvc.com 
-------------------------------------------------<AD>---- 

アエスラ(Aethra Italy) 

電話会議・テレビ会議 

世界第 4 位のテレビ会議 

メーカー 

http://cnar.jp/aethra 
------------------------------------------------<AD>---- 
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 MXP などの製品リリースのポイントについて、同社日本支

社、技術担当マネージャー谷口 智則氏、マーケティングコ

ミュニケーション・マネージャー片寄 有智子氏にお話を伺

った。以下ポイントをサマライズする。 

（１） CD レベルの高音質、ステレオ対応のデジタル音声技

術、ITU-T 国際標準準拠の MPEG4 AAC-LD（20khz

音声）をサポート。Digital NAM をサポート。今まで

TANDBERG は、音声重視においては、Natural, NAM 

II と強化してきており、今回のステレオ化により、Digital 

NAM を発表した。 

（２） ＳＩＰについては、SIP-Ready となっており、今後同社か

らリリースされるアップグレード等で SIP 通信に対応でき

るようになっている。 

（３） 最新の映像符号化 H.264 に対応。768kbps までサポー

ト。 

（４） DuoVideo 機能（データ会議）の強化。内蔵 MCU 機能

を持つ親機からのデータ映像配信だけでなく、子ある

いは孫からのデータ映像配信が可能になった。 

（５） 接続拠点数の拡大。テレビ会議、音声会議混在（6+5

対応）に対応。最大11ヶ所の地点を結んだ混在会議が

内蔵 MCU で可能。3000MXP クラスは、4+3 対応だが、

6000MXP クラス以上は、多地点用帯域として 6Mbps ま

でサポートし、6+5 の多地点を内蔵 MCU で実現。 

（６） 暗号化機能 AES について、 「バージョン 2 とバージョ

ン 3 の両方に対応することにより、より相互接続性を確

保した。AES での帯域制限がなくなり

768kbps 以上でも運用できる。」（技術

担当マネージャー谷口 智則氏） 

（７） テレビ会議端末に内蔵された MCU が

トランスコーディング機能を実装。 

（８） DVI インターフェイスのサポート。

SXGA まで対応。 

（９） 運用管理システムである、TMS 9 に

ついては、API をサポートし、ロータス

のドミノサーバーなどとの連携も可能

になった。 

（１０）プラズマディスプレーなどを考慮した、

アスペクト比 16:9 をサポート。より自然にテレビ会議の

画面を表示することができる。 

（１１）リモートコントロールのデザイン刷新。（写真左下） 

（１２）メニュー画面の刷新。新しいユーザーインターフェイスを

MXP でサポート。（写真下） 

 
TANDBERG 新しいユーザーインターフェイス 

CNA リポート・ジャパンの取材に対して、同社アジア太平洋

地区（APAC）担当副社長、Asmund Fodstad 氏によると、今

回のリリース関係について以下のような趣旨の話しがあった。

「タンバーグは、日本や中国などアジア太平洋地区を重視し

ている。MXP や今回の Maestro、などの新製品、SIP 対応など

は、タンバーグが顧客の要望に対して注意して耳を澄ませ、

それらを誠実に製品コンセプトに取り入れている、あるいは今

まで取り入れてきた努力の結晶だ。全社員の 80%が R&D とセ

ールス＆マーケティングに従事しており、管理、ロジスティック

などの組織機能は外部にアウトソースすることにより、当社の

コアコンピテンシービジネスにフォーカスしている。今後もテク

ニカルリーダーシップを堅持しユーザーニーズに対応してい

く。」 

 

■米ポリコム、VSX シリーズ新製品、ソフトウェアバージョ   

ン7.0を発表－20ヶ所までの内蔵多地点機能、ステレオ

音声、シスコ CallManager 等サポート 

 米ポリコムは、VSX シリーズ7000 シリーズと、8000 シリーズに

ついて新製品、また VSX シリーズ用のソフトウエア 7.0 を発表

した。北米での発表販売開始は 2004 年 7 月だが、日本市場

での発表販売開始は、公式発表がでていないのでわからな

いが、CNA リポート・ジャパンとしては、この 7 月-9 月期にはリ

リースされるのではないかと推測する。 

別途詳細は、日本国内正式発表後この CNA リポート・ジャ

パンでリポートする予定だが、ここでは北米で発表された内容
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のポイントをサマライズしたいと思う。 

 今回の発表では、VSX7000 シリーズに、既存の 7000 以外

に7400、7800が追加。また新たに VSX8000 シリーズが発売

され、１U のコーデックタイプのものだが、8000、8400、8800

の３機種が発表された。これら新製品を含め VSX シリーズ

製品は、このソフトウェアバージョン 7.0 をサポートすることに

なるが、上記VSX7000シリーズ、VSX8000シリーズ以外にも、

日本市場で既に発売されているオールインワンタイプの

VSX3000、そして日本では未発表の低価格機である、V500

もこのソフトウェアバージョン 7.0 をサポートする。（Cisco and 

Polycom ECS interoperability with CallManager V4.0 白書

による。米ポリコムウェブサイトからダウンロード可能。） 

 今回北米で発表された内容からすると下記などが主なポ

イントだが、VSX シリーズでも機種によってサポートしていな

い機能もある。 

（１） Polycom Siren 14（高音質独自技術）をベースとしたサ

ラウンドステレオ音声のサポート。 

（２） 最大 20 ヶ所までのテレビ会議端末、音声会議端末混

在会議が内蔵 MCU で可能。 

（３） SIP に対応。マイクロソフト Live Communication Server、

Nortel Networks Multimedia Communication Serveｒ

（MCS）5100/5200 に対応。アバイヤとの連携機能も対

応予定。 

（４） ECS （ Empty Capability Set ） に よ る 、 シ ス コ

CallManager 4.0 との連携。 

（５） VSX シリーズテレビ会議端末と、音声会議端末

VTX1000 や音声会議コーデック Vortex との連携。 

（６） H.329 People+Content、データ会議機能。 

（７） H.264 最新の映像符号化技術。 

（８） UPnP、SnMP、ウェブモニタリング機能、ウェブマネー

ジメント機能などサポート。 

（９） キャプショニング機能対応。 

（１０） API 対応により、AMX や Crestron のコントロールパネ

ルなどをサポート 等。 

 

 

 

 

 

■シスコの VT Advantage、N+I2004 で特別賞受賞 

 
Cisco VT Advantage（写真はシスコ渡邊氏） 

 シスコシステムズ（東京都港区）の IP ビデオテレフォニーソリ

ューションである「VT Advantage」が、6 月 28 日から 7 月 2 日

まで幕張メッセで開催された NETWORLD＋INTEROP 2004

の、展示製品とサービスに贈られるアワードで、アプリケーショ

ンソフトウェア部門において特別賞を受賞した。 

 VT Advantage は、同社の IP ビデオテレフォニーソリューシ

ョン。VT Advantage は、シスコシステムズにとっては、同社が

推し進める IP コミュニケーションの枠組みの一ソリューションと

しての位置付けで、今回 7 月 1 日から販売を開始した。 

 「企業全体のコラボレーション環境を変えられないかというこ

とを考えている。つまり、企業の業務プロセスを変えるというの

がシスコシステムズの全体的な IP コミュニケーションに対する

ビジネスビジョン。コスト削減と言うと通信費など目に見える費

用効果に目が行くが、シスコとしてはコラボレーションを促進し

た結果としてのコスト削減効果は通信費削減効果などより大き

いのではないかと考える。IP テレフォニーを土台に、IP ビデオ

テレフォニーやユニファイドコミュニケーションなどひとつひと

つの機能を段階的に導入していくことで抜本的にコスト削減、

そして生産性の向上ができると見る。そしてそれらのコミュニケ

ーションのイネーブラーが、シスコが提唱するネットワークプラ

ットフォーム、インテリジェント・インフォメーション・ネットワー

ク。」と述べるのは、シスコシステムズ 市場開発 ＩＰコミュニケ

ーション マーケティングプログラムマネージャ渡辺 靖博氏。 

 インテリジェント・インフォメーション・ネットワークは、企業のイ

ントラネット情報、スケジュール、メール、インスタントメッセージ、

データ共有、IP フォン、ソフトフォン、電話会議、テレビ会議、

音声メッセージなどをより統合しやすく、よりコラボレーションを
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促進し、よりコスト削減に寄与し、より生産性に役立つことを

可能とするネットワークで、VT Advantage は、その付加価

値を提供するネットワーク上で他のアプリケーションソリュー

ションと連動するコンポーネンツのひとつと見なせる。 

 
Cisco 赤坂オフィスの受付にある展示コーナー 

 VT Advantage は、基本的には PC タイプのテレビ会議ソ

フトウエアで、パソコンにソフトウエアとウェブカメラ等をイン

ストールし、シスコの IP フォンに接続することにより、IP フォ

ンと連動して電話や IP テレビ会議がおこなえる。 

ちなみに、IP フォンについて、同渡辺 靖博氏は、「シスコ

IP フォンは全世界 300 万台の出荷実績がある。IP フォンの

音質は非常に良く、通話中に外部からの音を遮断し背景雑

音が入らない設計になっているのが顧客の間では好評とな

っている。」 

また、いつでもどこでも簡単にデスクの自席からコールが

できるのが、VT Advantage のメリット。 加えて、電話と同じ

感覚でおこなえるのが大きな特長。さらに、既存の H.323 テ

レビ会議端末との通信もおこなえるため、H323 テレビ会議

端末を保持しながら、IP テレフォニーの環境から追加投資

によりビデオコミュニケーションの環境を整えることができる。

シスコとしては、AVVID パートナー、たとえばノルウェーのタ

ンバーグがシスコの SCCP（スキニープロトコル）をサポートし

ていることにより、CallManager が制御する IP フォンと同様な

使い方ができる。ちなみに、米ポリコムは、同社の VSX シリ

ー ズ で 、 ECS （ Empty Capability Set ） に よ る 、 シ ス コ

CallManager 4.0 との連携を発表している。 

 渡辺 靖博氏の指摘する既存のテレビ会議の問題点は、

（１）操作が難しい、（２）会議開催まで非常に多くの準備時

間が必要、（３）システム管理に関する運用コストが高すぎる、

（４）システムの投資額が高い、（５）専用の管理者が必要、（６）

テレビ会議専用の会議室が必要、（７）テレビ会議だけを目的

としたシステム、（８）既存の IT 資産との連動ができない、など

を挙げる。 

この VT Advantage は、シスコ CallManager とシスコ IP/VC

（多地点接続装置）との連動環境により、上記の問題点を解

決し、以下の４つの特長がある。（１）簡易操作で、高画質高音

質、（２）CallManager で管理する音声とテレビ会議の統合管

理、（３）公開インターフェイスにより既存の他の企業内アプリ

ケーションとの連携、例えばディレクトリーサービスなどのアプ

リケーションとの連動（コールがかかってくると、シスコ IP フォン

上にその人の写真が表示される機能など）、（４）H.323 テレビ

会議端末との接続。 

「シスコは、会議室におけるテレビ会議端末から VT 

Advantage を使ったデスクトップの会議までトータルに提供で

きる特長がある。VT Advantage は、今までのテレビ会議の持

っていた問題点を乗り越えるソリューションと自負している。」

（同渡辺 靖博氏） 

 

■ブイテック、ASP サービス Visual Office、V2 ウェブ会議  

システム、自社開発 MCU の AddMe など発売開始 

 テレビ会議、音声会議端末等の販売を行う、ブイテック（東

京都三鷹市）は、テレビ会議 ASP サービス、「V2」ウェブ会議

システム、自社開発した多地点接続装置（MCU）「AddMe」の

発売を開始した。 

テレビ会議端末レンタル方式を採用した ASP サービス

「Visual Office」は、ユーザーがテレビ会議端末をレンタルし、

同社がデータセンターで管理する多地点接続装置をサービ

スとしてレンタル期間提供するもの。 

「まず、レンタルなため機器を購入する必要がない。さらに、

通常の導入時に面倒な設定作業がなく、将来的な製品の陳

腐化による導入リスクがないことがこの Visual Office サービス

のメリット。導入の敷居を下げることにより、利用者の裾を広げ

たい。」と語るのは同社代表取締役 谷健次氏。 

 この ASP サービスを利用すれば、多地点接続の利用につい

ては予約制の時間貸しではないため、いつでも多地点接続を

行える。多地点接続装置の制御は、レンタルするテレビ会議

端末から制御できるため、あたかもその端末自体が多地点接

続装置機能を持っているかのように操作できるという。 
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 端末は同社が販売する端末から選べるが購入も可能。同

社で購入の場合についても、初年度についてはテレビ会議

端末の購入費用だけで、多地点接続装置は自由に利用で

きる。ただし、次年度以降は保守費用等により、継続して利

用することになる。 

 利用にあたっての費用例としては、機種にもよるが、

Huawei テレビ会議システム ViewPoint8032＋カメラ（3 台）、

Huawei の IP 電話 ViewPoint8220（3 台）、多地点接続サー

ビス利用料金を含めた 3 年間の Visual Office サービス契約

とした場合、１ヶ月当たりの費用は、182,700 円。それ以外の

一般的に導入した場合の、ゲートキーパー、管理用 PC、セ

キュリティ対策、固定 IP アドレス、技術担当者費用などの費

用はかからないという。 

 また、同社では、中国 V2 Technologies 社が開発した、ウ

ェブ会議システム「V2 Conference 4」の日本語対応版をリリ

ースした。V2 Conference は中国では導入が多く実績の高

いシステム。（中国リポート：CNA リポート・ジャパン Vol.5 

No.17 2004 年 10 月 15 日号） 「既存のファイヤーウォール

に余計なポートを開けなくても HTTP80 ポートだけで会議が

おこなえるため、ネットワークの安全性を守れる。」（同社代

表取締役 谷健次氏）  

 
V2 Conference 4 

画面は 16 分割まで表示でき、現在は独自技術を使って

いるが、今後 H.323 や SIP にも対応していく予定だそうだ。

また、同製品は、ソフトウエア製品だが、ソフトウエアをプレ

インストールしたアプライアンスサーバー版も同社では提供

している。アプライアンスサーバーの方が、導入も簡単で、

インストール作業がない。また、最適化されたハードウェアを

使い、各種設定を済ませたアプライアンス形式の方がシス

テムの安定性からしてベターな方法と同社では見る。価格

は、同時接続数 8 ユーザーが、180 万円（税別、1 年間の最新

ソフトウエアの提供、インストールは別途費用）から、V2 

Conference 4 サーバー用ハードウェアが 50 万円（税別、１年

間の通常センドバック、OSインストール、バックアップ用USBメ

モリ付）からとなっている。 

次に同社では、IP テレビ会議用多地点接続装置を販売し

ている。「AddMe Video」と呼ばれる製品名だが、多地点接続

を低価格で導入でき、手軽に簡単に運用できることを目的に

自社で開発した。 

設定は、ウェブによる管理機能が内蔵されているため、簡

単にセットアップなどがおこなえる。たとえば、テレビ会議端末

の登録、会議予約、自動開催終了、開催会議への途中参加、

切断、分割モード切替、マイク ON/OFF、分割画面の表示位

置切替など。画面表示は、話者切替、画面分割は、4 画面分

割から 16 画面分割まで 8 種類の分割モードが可能。 

 
自社開発の低価格 MCU AddMe Video&Voice 

価格は１拠点当たり 20 万円で他社の同様な製品と比べ低

価格。映像符号化は、H.261（CIF）、音声符号化は、G.711、

G.723.1、G.728、G.729 をサポート。 

 「低コストで、とりあえず導入してみたいというユーザーにマッ

チする製品。」（同社代表取締役 谷健次氏）また、IP ネットワ

ーク用音声会議 MCU「AddMe Voice」も同社で販売してい

る。 

 同社は、1996 年当初人材派遣会社としてスタートしたが、現

在はテレビ会議システム販売も重要なビジネスとして展開して

おり、今後はテレビ会議ビジネスに力を入れていくという。「テ

レビ会議販売の 90%が IP。」（同社代表取締役 谷健次氏）IP

テレビ会議はＩＰを中心に加速していると同社では見る。 

現在、テレビ会議端末、音声会議端末だけでなく、音声会

議多地点サービスも同社では提供している。 

 

 

 

http://cnar.jp


CNA Report Japan 

 
 

CNA Report Japan Vol. 6 No. 11 July 15, 2004 
 http://cnar.jp 

7/13 

■マクニカネットワークスと日立電子サービス、Centra

で販売代理店契約 

 
Centra シリーズ 

  マクニカネットワークス（神奈川県横浜市）と、日立電子

サービス（神奈川県横浜市）は、マクニカネットワークスが販

売する、e ラーニング＆コラボレーションソフトウェア「Centra

（セントラ）シリーズ」の販売代理店契約を締結した。 

日立電子サービスは、「HIPLUS on Web」の開発・販売、

及びソリューションサービスを提供しているが、今回の販売

提携によって、両社の LMS 製品（ラーニング・マネージメン

ト・システム）のシステム連携機能を開発し販売する。 

今回のシステム連携機能を提供することにより、シングル

サインオンや事前・事後学習モデルの構築、ライブ研修実

施履歴の一元管理など、より付加価値の高い機能を提供す

ることが可能になる。 

  Centra シリーズは、米 Centra 社が開発する、PC ベース

で動作する、e ラーニング＆コラボレーションソフトウェアで、

顔を見ながらパワーポイントやエクセルなどでの遠隔講義

や発表、挙手による質疑応答、ホワイトボード共有による説

明、アプリケーションのデモ等などをインターネット上でリア

ルタイムにおこなえる。マクニカネットワークスは、日本総代

理店。 

  Centraは、既に世界で1200 社を超える企業での導入実

績があり、日本では、マクニカネットワークスが、2000 年 1 月

より日本語化と販売をおこなってきた。これまでに、製薬（10

社）、金融保険（5 社）、大学（10 校）といった業界を中心に、

社内教育やコラボレーションツールとして国内 70 社以上に

採用されているという。 

  HIPLUS on Web は、2002 年 12 月に国産初の第三世代

LMS として日立電子サービスが開発し発表。人材育成におけ

る目標スキルや行動特性に基づく学習パスを設定したり、

WBT（ウェブ・ベースド・トレーニング）コンテンツや研修などで

使用される資料を一元管理することができる。現在までに 300

社を超える企業に導入。日立グループが展開している、ラー

ニングソリューション「LearningGate」における LMS 製品（ラー

ニング・マネージメント・システム）としてラインアップされてい

る。 

 

■ウェブ会議パッケージ製品でデルと日本オラクル販売

提携 

日本オラクル（東京都千代田区）と、パソコンメーカーのデ

ル（神奈川県川崎市）が、オラクルのウェブ会議機能が含まれ

たコラボレーションソフト「Oracle Collaboration Suite」のパッケ

ージ製品の販売を開始した。パッケージ製品は、デルのイン

テル Xeon CPU を搭載した同社の PowerEdge2600 に、

「Oracle Collaboration Suite」をプレインストールした製品。 

同 パ ッ ケ ー ジ 製 品 を 購 入 す る だ け で 、 「 Oracle 

Collaboration Suite」に最適化したシステムと、ソフトウェア、ラ

イセンスを一括して導入することができる。導入時には、デル

の技術コンサルティング部門が設置と設定作業を行う。 

「Oracle Collaboration Suite」は、メール、ファイル共有、

Web 会議の機能などがパッケージ化されたコラボレーションソ

フトウェアで、パッケージ製品での100ユーザーの最小構成で

4,123,000 円から。「Oracle Collaboration Suite」の Web 会議

機能だけを搭載した場合は、サーバー、ソフトウェア、導入費

用も含め 100 ユーザーで 1,423,000 円から。 

 

■クリアワン、音声・ウェブ会議部門をプレミアコンファレン  

シングへ売却 

音声会議システムなどを販売する米クリアワン社は、同社の

音声会議、ウェブ会議サービス部門を米プレミアコンファレン

シング社へ売却したと 7 月 1 日発表した。売却額は、2020 万

USD（約 22 億円）。クリアワン社は今後製品開発をコアコンピ

テンシーとしていく考え。 

音声会議サービス部門のトップである、クリアワンの担当副

社長 Angelina Beitia 氏はプレミアコンファレンシングへ転籍す

るが、部門自体は移転せずそのままソルトレークシティーにと

どまるようだ。 
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プレミアコンファレンシング売上
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プレミアコンファレンシングは今回の買収を銀行からの融

資により行った。与信枠が 6000 万 USD（約 65 億円）から 1

億 2000 万円に倍増を発表(6 月 30 日)した直後の今回の買

収発表だった。 

クリアワンが売却した部門は、2003 年の売上が 1560 万

USD（約 17 億円）。古いデータだが、2002 年 6 月末終わり

の年度決算でのクリアワン全体の売上が、5454 万 USD（約

59 億 3 千万円）だった。 

プレミアコンファレンシングに合併されることにより、合併

による収入増は同社の 2004 年第三四半期（暦月）から反映

されることになる。同社の 2003 年年度決算（2003 年 12 月

末）での売上が１億 5770 万円（約 171 億 4700 万円）だった

ため、今回の合併によりプレミアコンファレンシングにとって

は 10%弱の売上増となる。 

クリアワンでの 1560 万 USD の売上は間接チャネル

(Indirect Channel)によるサービス収入によるものがほとんど。

プレミアコンファレンシングの持株会社である、Ptek ホール

ディング社の CEO Boland T Jones 氏は、「今回の合併は、プ

レミアコンファレンシングの今後の成長の機会をもたらすも

の。」とコメントしている。 

 

■ ソニーヨーロッパ、英大手販社 ReView Video と販売 

提携 

ソニーヨーロッパ、テレビ会議大手販社 ReView Video  

UK と販売提携した。今後イギリスで ReView Video がソニーの

テレビ会議システムの販売を行う。ソニーは、以前にも ReView 

Video US とも販売提携しており、北米での販売拡大を目指し

ている。（北米での提携関係：CNA リポート・ジャパン Vol.6 

No.1 2004 年 1 月 15 日号）  

ReVidew Video US は、2002 年ポリコムテレビ会議製品 

取扱台数で“北米トップ・ディストリビューション・パートナー賞”

を受賞しているため、欧米の業界関係者の間ではソニーとの

販売提携で物議を醸した。また、ReView Video UK は、イタリ

アのテレビ会議・電話会議メーカーアエスラとも販売提携して

いる。（アエスラとの提携関係：CNA リポート・ジャパン Vol.6 

No.2 2003 年 1 月 31 日号）  

今回のソニーとの販売提携について、ReView Video の

CEO Rick Snyder 氏は次のように述べた。「ソニーの製品“ロ

ードマップ”に確信を持ったため、今回のイギリスでの販売提

携を決定した。（編集長橋本補足：日本国内、シンガポール

CommunicAsia なども含め）北米の INFOCOMM で発表された、

ソニーの新しいテレビ会議システム（CNA リポート・ジャパン 

Vol.6 No.10 2004 年 6 月 30 日号）が（編集長橋本補足：今後

秋頃）投入されることにより、テレビ会議端末の販売が促進さ

れるものと思っている。」 

また、ソニーヨーロッパのディレクターAdam Fry 氏は、「今回

のイギリスでの販売提携は、北米での ReView Video US との

販売提携がうまくいっているということを示しており、それを受

けて引き続きイギリスでも提携することにした。」とコメントを出

している。 

 

ショートニュース                        

◆ネットワールド（東京都中央区）、同社電話会議サービス「e

会議サービス」でプリーコールサービス、及び翻訳サービス“e

翻訳”を開始した。フリーコールサービスは、回線費用を全て

電話会議主催者負担とすることができるため、参加者は個人
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負担無しで会議に参加できる。価格も値下げした。また e 会

議サービス会員向けのビジネス文書などの翻訳サービスも

開始した。英語、中国語、韓国語に対応する。 

◆Forbes.com の CEO Jim Spanfeller 氏、米 IP テレビ会議

サービスプロバイダーGlowPoint 社の取締役会役員に就任

した。Jim Spanfeller 氏により、GlowPoint 社のブランド力構

築、マーケティング、販売の強化を行う。Jim Spanfeller 氏は、

Forbes.com 以前は、Ziff Davis Media コンシューマーグル

ーププレジデント、Inc 誌の発行人、Playboy や Newsweek

誌などでの経験がある。同氏の就任により、2001 年から同

役員であった Lew Jaffe 氏が退任する。Lew Jaffe 氏は、元米

ピクチャーテル社の社長兼 COO であった。 

◆米の大手ウェブ会議サービスプロバイダーWebEx 社の発

表によると、アバイヤ社が、WebEx 社の「WebEx エンタープ

ライズ版」のユーザー契約を結んだ。「WebEx エンタープラ

イズ版」は、ウェブ会議にスケジュリングや管理機能が統合

されている。 

◆WebEx 社の日本法人である、ウェブエクス・コミュニケー

ションズ・ジャパン（東京都港区）発表によると、同社と NTT

コミュニケーションズ（東京都千代田区）が業務提携を行っ

た。両社合意により、NTTコミュニケーションズが企業向けウ

ェブ会議サービス「.Phone Web Connect」を提供するにあ

たって、そのプラットフォームエンジンとして WebEx の Web 

Meeting Center を活用する。サービス開始は、6 月 1 日か

ら。 

◆H.323 テレビ会議の映像をストリーミングするサーバーな

どを開発する、米 STARBAK 社が、シリーズ B（IPO を目指

す未公開企業に対するベンチャーキャピタルの投資一段

階）による増資を行った。増資額は、500 万 USD（約 5 億 5

千万円）。ベンチャーキャピタルが出資を引き受けた。日本

では、日商エレクトロニクス（東京都中央区）などが販売して

いる。昨年 7 月頃にもシリーズ B の増資を 300 万 USD（約 3

億 3 千万円）行っている。（CNA リポート・ジャパン Vol.5 

No.13 2003 年 7 月 31 日号） 

◆NTT ビズリンク（東京都千代田区）が提供する、ウェブに

よる会議予約システムのバージョンアップが行われ、予約重

複チェック機能、オプションサービス指定機能、会議履歴コ

ピー機能などが追加された。利用開始日は、7 月 25 日（日）

から。 

◆ 米 Centra の 主 要 な 販 売 代 理 店 で あ る 、 Ikonnet 

Technologies 社が、チャイナテレコムの関連会社である、

Shanghai Information Industrial社と提携。Centraのウェブ会

議ソフトウエアを ASP サービスとして中国国内で展開する。

2004 年 5 月 17 日からサービスは開始した。 

◆米 FVC 社、ウェブ会議システム ClickToMeet のバージョン

4.0、コンファレンスサーバー7.3 がリリースされた。日本国内で

の販売開始は、8 月 1 日から。ネットワンシステムズ（東京都品

川区）などが販売。今回のバージョンアップにより、（１）マイク

ロソフト Outlook、Windows Messenger、Live Communications 

Server、Active Directory などとの連携強化、（２）会議参加時

のセキュリティの強化、（３）同時接続数 500 までサポート。（４）

SDK（ソフトウェア・ディベロップメント・キット）の刷新などが含

まれる。コンファレンスサーバーは、ClickToMeet のエンジン

になるサーバーアプリケーション。 

◆ソニーアメリカ、ソニーの秋頃発売予定の新しいテレビ会議

システムのプレスリリースを発表した。ハイエンドタイプが

「PCS-G70」、オールインワンタイプが、「PCS-TL50」とそれぞ

れ呼ばれている。北米発表価格が、PCS-G70 のベースタイプ

が 10,000USD（約 110 万円）くらいからで、IP/ISDN/MCU フル

機能タイプが 15,000USD（約 165 万円）ほど。PCS-TL50 は、

5,000USD くらいとなっている。それぞれの日本での名称及び

価格は未定。（関連記事：CNA リポート・ジャパン Vol.6 

No.10 2004 年 6 月 30 日号） 

◆イスラエルのラドビジョン社とソニーアメリカが、“オープン・

カンファレンシング・イニシャティブ”を発表し、ソニーの PCS シ

リーズのテレビ会議端末が、ラドビジョンの多地点接続装置

（MCU）や運用管理システムとのシームレスな相互運用を通し

て両社の製品を組み合わせたエンドツーエンドのソリューショ

ンを提供する。ラドビジョンのプレスリリースによると、主なもの

として（１） データ会議標準 H.239：ViaIP 400 バージョン 3.5

でのサポート（今年の暦月第三四半期頃リリース）、（２）ラドビ

ジョンのテレビ会議運用管理システム iVIEW でのサポート

（PCS-1、PCS-11 だけでなく今秋発売予定のソニーの新しい

テレビ会議端末も含まれる。） 

◆米テレビ会議メーカーVTEL 社、多地点接続装置（MCU）

などを開発する米 Codian 社と販売提携を行った。提携により、

Codian の MCU を VTEL が販売することになった。また、2004

年暦月第三四半期には、両社の今後の共同開発及び共同マ
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ーケティング活動の概要が発表される予定。 

 

海外リポート                             

CommunicAsia2004  

http://www.communicasia.com/ 
2004 年 6 月 15 日（火）-18 日（金） 

シンガポール Singapore Expo 

 
 展示会場内 

CommunicAsia－テレビ会議、ウェブ会議系多数出展 
６月１５日から１８日の４日間シンガポールで開催された

CommunicAsia に参加してきた。CommunicAsia は、通信や

ネットワーク関係のアジアでも最大規模の展示会で、通信

機器、ネットワーク機器などが主要な展示製品。 

CommunicAsia は、BroadcastAsia、EnterpriseIT などと並

催され、会場のシンガポールエキスポの展示ホールはほぼ

すべてを使っての開催のようだった。広い会場とはいえとこ

ろ狭しと大小のブースが並び、人の流れが絶えず床がみえ

ないくらいの盛況ぶりだった。  

その中で、テレビ会議、ウェブ会議、電話会議関係の製

品やサービスも展示されていた。ポリコム、タンバーグ、ソニ

ー、スコッティ、FVC(ファースト・バーチャル・コミュニケーシ

ョンズ)、Konftel、プレミアコンファレンシング、シンガポール

テレコム、普天（China Putian）、ハーベイ・ファーイースト・ハ

リス・コミュニケーションズ、マイクロテル・テクノロジー、韓国

サムソン、富士通アジア、Cananex、SOFTFOUNDRY など

が会議システム等の展示を行っていた。 

テレビ会議については、IP を視野に入れた製品やソリュ

ーションの展示がほとんどで、ISDN 系はハーベイ・ファーイ

ースト・ハリス・コミュニケーションズ（中国）が、ISDN のテレビ

電話を展示していた程度。その他は、PC ベースのウェブ会

議系や電話会議端末系がそれぞれ数社出展している感じで

あった。 

 

各社リポー

ト－IP テレ

ビ会議、SIP

ソリューショ

ンなど注目 

 

ポ リ コ ム

（写真左）で

は 、 テ レ ビ

会 議 、 ウ ェ

ブ会議、電話会議をシームレスに統合するソリューション

Polycom Office を始め、最近日本で発売された液晶モニター

一体型テレビ会議システム VSX3000 を始め、セットトップ型

VXS7000、ハイエンド型の VS4000、ウェブ会議用の Web 

Office、低価格型の V500（日本未発売）などほぼ全製品を展

示。ブースでは、アジア各国の担当者が来場者の対応をおこ

なっていたが、日本法人から数名来ていて、営業部 菊池 

龍 太 氏 に

ブ ー ス 内

を 案 内 し

て い た だ

いた。 

タ ン バ

ー グ ブ ー

ス （ 写 真

左）では、  

 

TANDBERG8000、TANDBERG7000、また最近発売開始され

た多地点接続装置 MPS、医療用 TANDBERG INTERN II（日

本未発売）、ポータブルテレビ会議 TACTICAL ＩＩを展示して

いた。 

ソニーブースでは、遠隔監視ソリューションや、PCS-1、

PCS-11 などのテレビ会議システム等が展示されていた。テレ

ビ会議システムについては、先般東京、名古屋、大阪で開催

された、ソニービジネスソリューション 2004 で展示された、次

世代のテレビ会議システムも披露されていた。 

http://cnar.jp
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先般のソニービジネスソリューションで展示された製品は、

モックアップであったが、今回見たものは実働製品で他のテ 

レビ会議システムと接続したデモを行っていた。 

ソ ニ ー

は 、

PCS-1 と、

PCS-11 の

次に、ハイ

エンドタイ

プ の も の

「 PCS-G7

0」と、オー

ルインワン

タイプのもの「PCS-TL50」の２機種を、PCS シリーズに投入

する予定。（ソニーテレビ会議＆遠隔監視写真上） 

富士通アジアは、富士通アジアはアジア地域に対して IT

ソリューションなどを提供する目的で設立された、富士通の

100%子会社。 

同社が提供するソリューションの中では、テレビ会議系の

ものもあり、同社では企業向けには、ポリコムのテレビ会議

や FVC のウェブ会議を販売している。また、ISP、通信サー

ビスプロバーダー向けソリューションとしては、SIP に対応し

た 、

INNOM

EDIA 社

（ シ ン ガ

ポール）

の IP テ

レ ビ 電

話

（ 400US

D ～

500USD

写真上）、SIP サーバー、ADSL モデムなどを組み合わせた

ソリューションを販売しており、富士通アジア ネットワークシ

ステムズビジネスグループ次世代ネットワークビジネス副デ

ィレクターの Lam Pang   Ngean 氏の説明によると、現在東

南アジアの通信事業者で同IP電話ソリューションをベースと

したサービスが現在稼働しているそうだ。 

ハーベイ・ファーイースト・ハリス・コミュニケーションズは、中

国の会社でPBXを主力製品として開発しているが、ISDN向け

のテレビ電話（見た目は三菱電機、NTT の ISDN テレビ電話

に酷似しているが独自開発と同社では言っていた。）も開発し

ており、同社ブースではそのテレビ電話も展示していた。価格

は、同社国際セールス部プロジェクトマネージャーJames Jia

氏によると、500USD から 600USD で販売されているという。 

韓国サムソンのブースでは、現在韓国で使用されている、

第三世代

携帯電話

によるテレ

ビ 電 話 の

デモ、テレ

ビ 放 送 受

信 、 VOD 、

ま た 、 SIP

対 応 の テ

レビ電話ソ

リューションも展示していた。 

普天（China Putian）では、台湾通信工業(TTIC)が開発した、

H.323 対応の TIA-8000 と TIA-2200（関連台湾リポート：ＣＮＡ

リポート・ジャパン Vol.5 No.16 2003 年 9 月 30 日号）と ADSL

モデムを組み合わせたコンシューマー向けの IP 電話サービス

の展示を行っていた。 

 

Konftel 社電

話 会 議 シ ス

テム 

オ レ ン ジ

コミュニケー

ションズ社( 

シンガポー

ル ） が ブ ー

ス出展し、ス

ウェーデンの Koftel 社の電話会議システム端末を展示してい

た。Konftel 社の電話会議端末は、アナログ回線を使用した電

話会議端末のものから、携帯電話と接続できるモデル（携帯

電話を回線として使用する）、ワイヤレス対応のモデルなどが

ある。オレンジコミュニケーションズ社セールス＆マーケティン

グマネージャーCatherine Gasper 氏によると、同社は、シンガ
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ポールやその他東南アジア各国での販売を手がける。同社

によると、昨年から Konftel 社の製品を取り扱っているという。  

 他社競合の電話会議端末に比べ価格性能・機能比に勝

ると自信を示す。電話会議は気軽に導入でき、特に SARS

以降電話会議を導入する企業は増えているのではないかと

見ている。 

 

スコティ社

ブース（青

い 筐 体 は

教 育 用 テ

レビ会議シ

ステム） 

スコティ

社 は 、 オ

ーストリア

の企業で、数年前米のザイダクロン社というテレビ会議メー

カーを買収している。スコティ社は、軍事や警備関係のテレ

ビ会議ソリューションに強く、オーストラリア沿岸警備隊や各

国軍隊などにリアルタイムの映像を移動中の航空機などか

ら本部に送信するというソリューションを提供している。たと

えば、オーストラリアの沿岸警備隊では、国籍不明船などの

追尾に、同ソリューションが使用され不明船のリアルタイム

の映像を本部に衛星回線を使い送信され、また逆に本部か

らはそれらの映像をもとに指示をリアルタイムで現場に出せ

るというシステムを組んで効果的な沿岸警備を行っていると

いう。 

SCOTTY WARP オールイ

ンワンタイプ PC テレビ会

議システム 

また、アフガニスタン、

イランなどからの放送関

係者がテレビ電話を使

ってのリポートがあった

が、同社のポータブル

のテレビ会議システムが

活躍しているという。 

ブースでは、新たに

販売開始した、オールイ

ンワンタイプの PC 型テレビ会議システム「Warp」と、H.264

に対応したテレビ会議 PC ボード用コーデックを披露してい

た。 

スコティ社の COO（最高執行責任者）である Gibson M. 

Villanueva II 氏によると、「今後は日本など極東地域にも力を

入れていきたい。」と抱負を述べる。日本では、日本 FA システ

ム（神奈川県横浜市）などがスコティ社の販売代理店になって

いる。 

シンガポールテレコムでは電話会議、テレビ会議、ウェブ会

議サービスを展開しており、同社のブースでは、同社が秋以

降リリースする新しいバージョンのウェブ会議サービスのデモ

を行っていた。アカウントを取得し、ウェブ会議サーバーに接

続、そして会議を開始することができる。パワーポイント共有、

アプリケーショ

ン共有、チャ

ッ ト な ど の 機

能を提供して

い る 。 （ 写 真

左シンガポー

ルテレコム） 

FVC では、

同社の H.323

対応の PC ウ

ェブ会議 ClickToMeet を展示していた。PC ウェブ会議だけで

な く 、 Ｈ ． ３ ２ ３ 対 応 の 強 み を 見 せ る 意 味 で 、 ソ ニ ー の

PCS-1600 と

の連動接続

の デ モ も 行

っ て い た 。

（FVC ブース

写真左） 

Cananex

社は、米ウェ

ブ 会 議 シ ス

テム WiredRed Software 社のウェブ会議システムを販売してい

る。製品の機能としては、「一般的なアプリケーション共有、ホ

ワイトボード共有などがおこなえ、ユーザーインターフェイスも

しっかりしている。」（同社のサポートエンジニアの Denis M.C. 

Tan 氏と Ong Yang Peng 氏） 同 Denis M.C. Tan 氏と Ong 

Yang Peng 氏によると、やはり SARS 以降会議ツールの関心は
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高くなったようだが、シンガポールは中継貿易などでいまま

でアジアの貿易ハブとして発展してきた経緯からウェブ会議

への需要は高いと見る。同社でWiredRed Software社のウェ

ブ会議システムを取扱い開始したのは今年に入ってからと

いう。 

シンガポールの SOFTFOUNDRY International は、

MPEG4 を使った PC 向けテレビ電話 vfon の展示とデモを行

っていた。テレビ電話はサービスとして提供しているようで、

個人向けのテレビ電話サービスは、月額シンガポールドル

（以下 S$）で、S$9（約 570 円）で「DVD クオリティの映像通信

が可能。」（同社副社長 Raymond Shi 氏）。下写真は、シン

ガポールの会場と上海（女性）と北京（男性）と３ヶ所を結ん

だデモを行って頂いたところ。上記サービスにデータ共有

などのコラ

ボレーショ

ンサービス

が付加され

たエンター

プライズ版

（ vmeet と

呼ぶ）にな

ると、月額

S$20 （ 約

1300 円弱）となってアプリケーション共有などが行える。

（vfone 写真上） 

マレーシアテレコムも出展してはいたが、同社担当者から、

テレビ会議、電話会議、ウェブ会議のサービスは行っては

いるが今回はブースでは展示はしていないと説明を受け

た。   

インドの通信事業者 BSNL も出展しており、同社の副ディ

レクター Anil Jain 氏に話しを伺ったところ、BSNL でもテレ

ビ会議や電話会議サービスを近い将来開始する予定があ

るとのこと。インドでも会議ツールの関心が高まっているそう

だ。（関連インドリポート：ＣＮＡリポート・ジャパン Vol.5 No.3 

2003 年 2 月 15 日号） 

まとめ 

一般の来場者の中では、電話会議とは一体どんなものか、

テレビ会議はどんなものかという初歩的な質問をする来場

者もいたが、会場内で配布されていた、CommunicAsia デイ

リー新聞でもIPテレビ会議でアジアは北米を追い越すというよ

うな見出し記事があり、東南アジアでも IP テレビ会議やウェブ

会議への関心の高まりは強く感じられた。 

特に、各ブースで聞かれたのは、SARS 以降は関心が非常

に高まった、需要の高まりとともに会議関係のビジネスを始め

た、という声や国際ビジネスが活発なシンガポールでは、やは

りいちいち飛行機などで取引先などへ飛ぶのも大変なため会

議ツールへの関心は非常に高まっているなどの声が聞かれ

た。 

（CommunicAsia リポート終わり） 

イベント情報                             

国内 

ClickToMeet オンラインデモ 

会期 ：平成 16 年 7 月 30 日（金） 

時間 ：14:00-14:30,16:00-16:30 の２回開催 

場所 ：株式会社ステップ・サポート 『ステップセミナールーム

B』（ＪＲ恵比寿駅近く） 

主催 ：ネットワンシステムズ株式会社 

ファーストバーチャルコミュニケーションズ株式会社 

詳細： http://www.fvc.com/jp/resellers/demo_040730.htm  

ポリコム WebOffice セミナー 

映像、音声、Web 会議をデスクトップポータルから  

会期 ：(1) 7/27（火） 10:00～11:30、 (2) 7/27（火） 15:30

～17:00 

場所 ：ポリコム株式会社 セミナールーム  

主催 ：ポリコム株式会社 

詳細：http://www.polycom.co.jp/  

 

編集後記                             

テレビ会議システムもいよいよステレオの時代が来ました。

ポリコムとタンバーグがそれぞれステレオ音声をサポートする

ことになりました。テレビ会議では映像のクオリティは重要です

が音声のクオリティもより重要です。ステレオ化はこの音声の

高音質化の流れでは来るべきして来たという感じでしょうか。

一般の会議ではもとより、通訳、DVD や映像コンテンツ配信な

どで威力を発揮するのではないでしょうか。 

ステレオ化については、２００２年にスイスで開催されたカン

ファレンスでポリコムのＣＥＯロバートハガティ氏が、２００７年頃

実用化するのではないかと話をしていたのを記憶しています

が、３年前倒しということになります。今後ステレオに限らず新

しい技術がどんどんこの業界から発表されていくのではない

かと予想します。 

 

 

 

CNA  Report Japan（ｼｰｴﾇｴｰ・ﾘﾎﾟｰﾄ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ） 
編集長 橋本 啓介  k@cnar.jp（CNA Report Vol 6. 
No.11 2004 年 7 月 15 日号終わり）次号 Vol 6. No.12 は、

2004 年 8 月 1 日頃の発行を予定しております。ありがとう

ございます。 
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